
 

鹿児島県 
ランピースキン病防疫対策会議 

 
日  時：令和８年 11月２日（月） 

午後４時～ 

場  所：鹿児島県庁２階 県政広報室  

 

 

 

会 次 第 

 

１ 開 会 

２ 挨 拶 

３ 内 容 

（１）福岡県におけるランピースキン病の発生状況について 

（２）海外におけるランピースキン病の発生状況について 

（３）発生予防対策について 

（４）その他 

４ 閉 会 

 

 

 





鹿児島県
ランピースキン病
防疫対策会議

令和８年11月２日（月）
鹿児島県農政部家畜防疫対策課

（１）福岡県におけるランピースキン病の発生状況



（１）福岡県におけるランピースキン病の発生状況

１．発生農場の概要

 所在地：福岡県 みやま市

 飼養状況：経産牛70頭、育成牛８頭、子牛15頭 計93頭

 異常家畜の頭数：１頭

２．経緯

 令和８年10月31日（土）、診療獣医師より福岡県に通報

 同日17時、福岡県が当該農場を現地調査

 11月１日（日）、当該牛をランピースキン病の疑似患畜と確

定

熊本県

佐賀県

（１）福岡県におけるランピースキン病の発生状況

３．福岡県における今後の対応

「ランピースキン病防疫対策要領」に基づき、以下の対応

 当該疑似患畜１頭を殺処分

 当該農場における感染牛の隔離、移動制限及び衛生害虫の対策を指示

 当該農場への部外者の立入制限と出入り時の消毒徹底を指示

 当該農場及び半径５km以内の５戸の牛飼養農場（516頭）にワクチン接種予定（ワク

チン接種完了後の移動制限期間は21日間）



（２）海外におけるランピースキン病の発生状況

（２）海外におけるランピースキン病の発生状況



（２）海外におけるランピースキン病の発生状況

（２）海外におけるランピースキン病の発生状況



（３）侵入防止対策

（３）侵入防止対策

⃝ ランピースキン病は、牛の皮膚に病変等が生じる疾病であり、牛乳の生産等にも影響。致死性は低い
ものの、有効な治療法はない。人には感染せず、畜産物も食用上安全。

ランピースキン病とは、
 皮膚の結節や乳量の減少等の症状を呈する、牛・水牛の家畜伝染病
 主に蚊等の吸血昆虫による機械的伝播により感染が拡大

 有効な治療法はなく、致死性は低いものの、吸血昆虫等により急速にまん延
し、生乳の生産等のに影響を及ぼすため、殺処分による早期封じ込めが必要

 人には感染せず、畜産物も食用上安全



（３）侵入防止対策

2024年における国内の発生経過

（３）侵入防止対策



（３）発生予防対策

⃝ 令和８年５月家畜伝染病予防法が改正され、同年７月１日から、ランピースキン病が「家畜伝染病」に
格上げ。

⃝ 発症した牛の早期発見、家畜伝染病予防法に基づく隔離、殺処分、ワクチン接種等の対策が重要。
⃝ 患畜及び疑似患畜が殺処分の対象となり、その死体が焼却等の義務の対象。

（３）発生予防対策

2024年に確認された発症牛

毎日の健康観察の徹底



（３）侵入防止対策

ランピースキン病を疑う症状
① 発熱、活力の低下
② 皮膚の結節（数個～多数）
③ 食欲低下
④ 泌乳量の低下
⑤ 鼻汁
⑥ リンパ節の腫大

毎日の健康観察の徹底

 早期発見・早期通報が最も重要
 疑わしい牛は、隔離
 牛の導入、出荷等の移動時は健康観察の徹底

※感染していても症状を示さない牛がいる可能性が
あるので、牛群全体の健康観察が重要

毎日の健康観察の徹底

（３）発生予防対策

吸血昆虫対策の徹底

 ランピースキン病は、主に感染した牛の移動と、サシバエ、

蚊、ヌカカ、マダニ等の吸血昆虫（ベクター）による機械的伝
播により感染が拡大。

 サシバエ対策が重要
 幼虫対策

• 堆肥等の管理

• 昆虫成長制御剤（IGR）の散布
 成虫対策

• 防虫ネットの設置
• 殺虫剤の散布
• 下草狩りや防草シートの設置



（３）発生予防対策

消毒の徹底

 ランピースキン病の発生予防対策として、人・物・車両によるウイ
ルスの持ち込み防止が重要

 衛生管理区域に出入りする車両の洗浄・消毒、殺虫を徹底

 農場ごとに専用の衣服、長靴（ブーツカバー）の交換
 農場で使用する器具等の洗浄・消毒

 注射針や直検検査に用いる手袋、人工授精用器具の１頭ごと
の交換又は消毒

※有効な消毒薬：

ランピースキン病ウイルスは、エタノール、次亜塩素酸ナトリウム、逆性石けんな
ど、畜産現場で一般的に使用される多くの消毒薬に感受性があります。

（３）発生予防対策

 毎日の健康観察の徹底
 殺虫剤や昆虫成長制御剤（IGR剤）の散布等によるベ
クター対策
 器具等の洗浄・消毒

 注射針や直腸検査に用いる手袋、人工授精用の器具
の１頭ごとの交換又は消毒

発生予防のための飼養衛生管理基準の遵守
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